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TrH一指導のポイント1 ----- ---- -i
: 表面債を求める三角柱の底面の辺は.3:I l















































ト 一ー指導のポイント3 ------ - -- i
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みて.長方形の1辺を四角柱の底面の周(4
x2†6x2-20),もう1辺を四角柱の高さ (8
)として20×8-160というように四角柱
のtuq画の面租を一度に求め,次に.底面槙
と合わせて四角柱の表面損を求めていった
凹声JtLも三角柱と同様にtuLJ面全体を 1つの
艮'jJ'形とみて考えれば.㈲iuに栽血税が求
められることが分かった子どもは.五角柱
の表面横を求める時には. ｢四角柱と同じ
ように考えればできるよ｡｣と吐きながら
五角柱の側面全体を1つの長方形とみて五
角柱の表面積を求めていった｡
五角柱の表面槙も確かに側面全体を1つ
の長方形とみる考えで簡単に求められるこ
とが分かったところで,子どもからは. ｢
六角柱でも,八角柱でも多角柱なら何でも
側面全体を 1つの長方形にして考えればい
い｡｣という声か聞こえてきた｡さらに,
｢どんな多角柱でも同じように考えられる
a-)なら.円柱t)同じやり^でできるはずだ
0｣という声も上がり.円柱の表面積の学
習へと移っていった｡円柱の表面槙を求め
る時には,円周を長方形の1辺.円柱の高
さをi)う1辺として円柱の側面積を求め.
底面俵と合わせて円柱の表面損を求めてい
った｡こうして子どt)は,柱体のmIJ面全体
を 1つの長方形とみるとどんな蛙体でも簡
単に側面租を求められることが分かり,柱
体の側面全体を1つにみるという ｢数理的
な処理のよさ｣を実感していった｡
4 研究のまとめ
｢柱体の表面積｣で子とt)に実感させた
い ｢数理的な処理のよさ｣は. ｢側面全体
を 1つの長方形とみるよさ｣と考えた｡ま
ず.三角柱の側面積では.tuq面全体を1つ
の長力形とみるよさに気づかせるために,
表面鎖を求める三角柱の底面の辺の長さを
異なるものにした｡その結果.子どもは,
一つ一つの三角柱の側面の面積を求めるよ
りも側面全体を1つの長方形とみて一度に側面
全体の面轍を求めたカが簡単に求められること
に気づいていった｡また.簡潔性,明瞭性,一
般性などの地点を基に2つの考えを比較検討し
たことも.三角柱の側面全体を1つの長方形と
みるよさに気づかせることにも効であったと考
えている｡
その後.四角柱,五角柱,円柱と続けて表面
概を求めていくことで,子とも払 繰り返 し桂
体の側面全体を1つの長力形とみて一度に柱体
の側面積を求めていくようになり.どんな柱体
でも簡単に側面横が求められることが分かるよ
うになり. ｢柱体の側面全体を1つの長方形と
みるよさ｣を実感 していった｡
(平成9年5月1日受理)
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